
 

 

［成果情報名］フェストロリウムの TDN 含量推定式 

［要約］フェストロリウムサイレージの TDN 含量は成分分析によるリグニン含量、脂肪含

量、灰分含量の値から推定できる。推定式は TDN 含量=-3.397×リグニン+2.860×脂肪-1.552

×灰分+80.133 であり、既存のイネ科牧草向けの推定式より精度が高い。 
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［背景・ねらい］ 

自給粗飼料の栄養価を正確に把握することは家畜飼養において重要である。飼料の栄養

価の一指標である TDN 含量は測定に多大な労力がかかるため、飼料成分含量から TDN 含

量を推定する式が多く提案されている。近年、フェストロリウムは耕作放棄水田跡地等へ

の導入草種として期待されているが、従来のイネ科主体牧乾草向けの推定式の適合性は不

明である。そこで、フェストロリウム専用の TDN 含量推定式を作成し、従来式との比較か

らその適合性を確認する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．推定式作成に用いたサンプルは 1991～2003 年に調製した４倍体フェストロリウム（エ

バーグリーン、パウリタ）のサイレージ 33 点（１番草 18 点、２番草 11 点、３番草４点）、

および乾草４点（１番草３点、３番草１点）である。このサンプルの繊維成分（OCW）

含量は乾物中 48.2～73.6％、めん羊を用いた消化試験によって求めた TDN 含量は乾物中

48.8～68.8％である（表１）。一方、この推定式の精度を検定するために用いたサンプル

は 2007 年に調製した４倍体フェストロリウム（東北１号）のサイレージ６点（１番草）

である。このサンプルの OCW 含量は乾物中 54.7～68.1％、めん羊を用いた消化試験によ

って求めた TDN 含量は乾物中 49.8～64.6％である（表１）。  

 

２．フェストロリウムサイレージおよび乾草の TDN 含量と有意な相関が得られた飼料成分

は消化性と関連する繊維成分（OCW、Oa、Ob、OCC）含量およびリグニン（Lignin）含

量、灰分（CA）含量、脂肪（EE）含量であり、寄与率の高い複数の回帰式が得られた。 

 

３．推定精度（Rank）および Bais の値から式２が最も有効と判断された（表２）。式２お

よび既存の TDN 推定式（式３）を用いて求めた推定値と TDN 実測値との相関係数はい

ずれも 0.9 以上の値を示すが、回帰直線の傾きおよびｙ軸との切片の値から判断すると

式２の精度が式３より高い（図１左、中）。  

 

４．分析項目を少なくし、より簡易に TDN 含量を推定するためには式１を用いるのが望ま

しい。この場合、既存の推定式（式３）より精度は高いが、推定値は実測値より約３ポ

イント高くなる可能性がある（図１右）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．フェストロリウムの TDN 含量推定に用いることができる。 

２．本成果は４倍体フェストロリウム品種での成果であり、草型の異なる６倍体のフェス

トロリウムについての推定精度は未確認である。 



 

 

　　　最小 　　　最大 　　　平均 標準偏差
推定式作成用(n=37)
OCC 16.4 45.1 26.0 6.3
OCW 48.2 73.6 63.8 6.0
Oa 8.1 21.9 14.2 3.7

Ob 32.4 62.4 49.6 7.4

Lignin 2.3 6.5 4.1 1.1

EE 1.8 4.7 3.1 0.6

CA 6.7 14.2 10.2 2.1

TDN* 48.8 68.8 59.2 5.5

推定式検定用(n=6)
OCC 21.2 32.5 26.6 4.7
OCW 54.7 68.1 61.7 5.3
Oa 10.3 20.6 15.3 4.4
Ob 34.1 57.8 46.5 9.6
Lignin 2.6 5.7 4.1 1.4
EE 2.4 3.9 3.1 0.6
CA 10.7 12.9 11.6 0.7

TDN* 49.8 64.6 57.3 5.7

表１．供試したフェストロリウム（サイレージ・乾草）の飼料
成分およびＴＤＮ含量の範囲(%DM)
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← y = 1.2782x - 16.39
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推定式３

y = 0.961x + 2.4157 →
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表２．推定式の精度の検定

推定式 Bais＊ EI‡ Rank§

１： y=0.852*(OCC+Oa)+0.400*OCW-0.561　　　　　　　　　 -2.5 17.8 B
２： y=-3.397*Lignin+2.860*EE-1.552*CA+80.133　　　　　 0.2 22.3 B
３： y=54.18+0.287*(OCC+Oa)-0.183*Ob（従来式）¶ -0.3 25.1 C
＊Bais：誤差の平均値

§Rank：A(EI=0～12.4%),B(EI=12.5～24.9%),C(EI=25.0～37.4%),D(EI=37.5～49.9%),E(EI=50.0%～)

‡Ei：（推定精度を表す指標の一つ(EI=(2*SDP)/実測値の幅*100(%), SDP：推定値と実測値との

差（誤差）の標準偏差

¶従来式（式３）：暖地イタリアンライグラス乾草とサイレージを含めたイネ科主体牧乾草（サイレー

ジと共用）向け推定式（津留崎　1990；自給飼料利用研究会　2009）

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                        ＊１サンプルあたり４頭のめん羊を用いた消化試験の値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

：y=X 線   ：TDN 実測値と推定値の回帰直線 

図１．「東北１号」の TDN 実測値＊と推定式１、２および３から求めた推定値の関係 
＊１サンプルあたり４頭のめん羊を用いた消化試験の値 

                                 

（嶝野英子） 
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